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議 会
ト
ピ ッ ク ス

　令和４年第３回定例会（９月議会 ) は、９月１日に開会し、９月 27
日までの会期で開催しました。一般質問は９月９日から 13 日の３日間、
14 人の議員が質問を行い、また、14 日から 21日にかけては、予算決
算委員会で補正予算と決算を審査し、９月 27 日に議案審議を行い閉会
しました。
　議案審議では、主に新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチン接
種費を含む一般会計の補正予算など村長提出の議案 32 件すべてを可
決しました。なお、令和３年度決算は、一般会計・特別会計・企業会計
すべての決算を認定しました。
　また、請願２件を審査し１件を採択、1 件を不採択としました。

公共施設電気料を増額補正
　委託契約先の変更による基本料金の変更があったことに加えて、
燃料費の高騰による電気料の値上げが続いていることから、役場
庁舎や総合福祉センター絆、小・中学校などの公共施設の電気料
が増額となりました。

〇電気料（全施設合計）　
１億 3,800 万円（年間使用見込み額　３億 5,200 万円）

コミセン多目的ホールに
エアコン設置

　利用者の熱中症対策とともに、良好な利用環境の確保を目的と
した空調設置工事（エアコン）を実施します。エアコンは、石神、
村松、白方、真崎コミュニティセンターに設置され、令和５年夏
から供用開始を予定しています。

〇コミュニティセンター多目的ホール空調設備設置工事　4,800 万円

　一般会計補正予算では、電気料金の高騰分に係る公共施設の電気料やコミュニ
ティセンター多目的ホール空調設備設置工事費などの追加費用が計上されました。

補正
予算

９月議会９月議会
あらましあらまし

※�全議案の議決結果はホーム
ページでご覧いただけます。
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195億円

一 般 会 計 特 別 ・ 企 業 会 計
歳出

208億円 /
国保／介護／
水道／病院
など 全10会計

●���管理職を含む職員の時間外勤務削減、年
次休暇取得向上に向けて、引き続き改善
を図ること。
● �RPA* 導入が職員の負担軽減につながって
いる。導入拡大で更なる改善を図ること。

● �DX*対応については、端末機器操作などの
サポートにおいて一層の対策を図ること。

●�インフラ長寿命化計画のもと、配水管の
耐震化及び計画的な補修を進め、盤石な
水道事業の構築を求める。

●�東海病院の歯科等が廃止となり、外来患
者の減少が見られる。医師の確保を図り、
地域医療の充実を求める。また、一般会
計からの繰出金の縮小に努めること。

　9 月議会では、前年度の決算 ( 歳入・歳出の実績 ) について審査をしました。  
　決算審査とは、議会が決定した予算について執行状況の実績や効果を審査・評価することです。当議会
では一般会計予算決算委員会と特別会計予算決算委員会に分けて、委員会に付託して審査します。
　委員会で出された決算に対する意見の一部を紹介します。

令和３年度決算を審査しました
村のお金の使い方を check !

意見と今後留意すべき事項 意見と今後留意すべき事項

歳入

スマホ教室で住民もデジタル対応 水道管布設工事中

* RPA… ロボティック・プロセス・オートメーションの略。定型業務の自動化のこと。
* DX … デジタルトランスフォーメーションの略。
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委 員 会 レ ポ ー ト
Committee Report 原子力問題調査

特別委員会
東海第二発電所の

工事状況を確認

　現在、原子力問題調査特別委員会では 4
件の請願を審査しています。その調査の一
環として、8月 5日に日本原子力発電株式
会社東海第二発電所の安全性向上対策工事

の状況を視察しました。今後は、「エネル
ギー政策」、「新規制基準」、「広域避難計画」、
「放射性廃棄物」について参考人から説明
を聞き、調査を行っていく予定です。

請願第 4 － 3 号

　個人の思想、行動、交友関係などの個人情報が監
視・報告の対象に含まれる可能性が高く、内心の自
由という最も重要な基本的人権を侵害しかねない。
また、「政府の裁量次第」という危険な運用を許す
ことはできない。

大名 美恵子 議員

　「調査範囲が思想信条等まで及ぶ恐れがあるとい
うだ

・ ・ ・
けで法律の廃止を求めることに賛同できない」

と否定されるが、優先すべきは国家か国民か、が論
点。少数者の抑圧・排除という国家の暴力性こそが
危険なのだ。

阿部　功志 議員

自分の意見（賛成または反対）を表明し、その意
見に反対する議員、賛否の意思を決めていない議員を、自分の意見に
賛同させることを目的に行うものです。

討論とは…

議案第 132 号

　3年半前に料金改定の話が上がったときに、コロ
ナ禍のためだったのか準備は整えたが改定せず今日
まできた。ではなぜ今回一気に 50円もの引き上げ
なのか。納得のいく説明はない。改定せず汲取り事
業者支援を行うべき。

大名 美恵子 議員

認定第 11 号

　農業者数減少の解決は国の責任で行われるべきこ
と。農業共済組合の大規模広域化は「真に農業経営
の安定化を補償する組織」になれるのか疑問。組合
を解散し残金の市町村分配は認められない。

大名 美恵子 議員

議案第 133 号

　照沼小の口腔ケア事業を評価。今後、全小学生へ
の拡大を。石神・村松・白方・真崎の多目的ホール
への空調設備工事は反対しないが、温暖化などの問
題を考えると、運用・活用・再生可能エネルギー利
用などの対策が必要。

光風会　江田　五六 議員
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各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）
　　　　議員名

議案等名　　　　

新政とうかい 光風会 公明党

結果
飛
田　
静
幸

舛
井　
文
夫

大
内　
則
夫

越
智　
辰
哉

河
野　
健
一

武
部　
愼
一

吉
田　
充
宏

寺
門　
定
範

笹
嶋　
士
郎

三
上　
　
修

江
田　
五
六

恵
利　
い
つ

岡
崎　
　
悟

植
木　
伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　
孝

阿
部　
功
志

請願第４－３号 × × ×

議
長

× × × × × × × ○ × × ○ × ○ 不採択
議案第 132 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 133 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
認定第　１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
認定第　２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
認定第　３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
認定第　４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定
認定第 11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

○…賛成　　　×…反対� ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

請願第４－３号

「重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に
関する法律の廃止を求める意見書提出」を求める請願書

重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に
関する法律の廃止を求めるもの

議案第 132 号
東海村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について

物価の上昇等によるし尿処理手数料の見直しに伴い、従量制のし尿処理手数料を改
定するもの

議案第 133 号

令和４年度東海村一般会計補正予算（第４号）

電気料金の高騰に係る公共施設の電気料及びコミュニティセンター多目的ホール空
調設備設置工事の経費等のほか、令和３年度実質収支の確定に伴い、必要な予算措
置を講じるもの

認 定 第 １ 号 令和３年度東海村一般会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ２ 号 令和３年度東海村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ３ 号 令和３年度東海村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ４ 号 令和３年度東海村介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 11 号 令和３年度茨城北農業共済事務組合歳入歳出決算の認定について

請　　願　　名 付託委員会

請願第 3 － 2 号　�日本原子力発電株式会社東海第二発電所の再稼働につ
いて意見書提出を求める請願

原子力問題調査
特別委員会付託
継続審査

請願第 3 － 7 号　�日本原子力発電株式会社東海第二発電所の再稼働につ
いて意見書提出を求める請願

請願第 4 －1号　�日本原子力発電株式会社東海第二発電所の燃料装荷に
始まる再稼働に反対する意見書の提出を求める請願

請願第 4 － 2 号　日本原子力発電東海第二発電所の再稼働に反対する請願

請
願
審
査
の
状
況
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一

般

質

問

2022.10第50号 6議会だより議会だより

武部　愼一　議員　P.7
１　公共インフラの老朽化と更新について
２　学校における教職員の働き方改革
　　教職員の ICT 活用が重荷とは
３　�学校における働き方改革　学校教育の一環と

しての部活動外部委託について
４　高齢化に伴う人材活用について

寺門　定範　議員　P.7
１　まちづくりにおける村民との対話について
２　�東海スマートインター・外宿地内避難道路の

整備について
３　農業法人設立の検討状況などについて

恵利　いつ　議員　P.8
１　�クリーンセンターへの可燃ごみ直接搬入の� �

予約制導入に伴う住民への影響は
２　水道事業の現状と今後の展望

岡崎　悟　議員　P.8
１　子どもの弱視対策について
２　コミセンへの自動販売機設置について
３　本村の平和教育の取組について
４　コロナ禍での AED 活用について

阿部　功志　議員　P.9
１　安倍氏「国葬」に対する村の対応と見解は
２　非常時における通信機能障害対策は
３　積水メディカル放射性廃液漏洩問題の事後点検は
４　可燃ゴミ集積所の実情と改善策は
５　７基の原発再稼働を目指す政府方針に村長の見解は

大内　則夫　議員　P.9
１　久慈川沿いへの洪水避難タワー建設について
２　真崎古墳群南斜面買収について
３　�コミュニティセンターと集会所への� �

Wi-Fi 設置について

植木　伸寿　議員　P.10
１　コミセン多目的ホール空調設置への進捗は
２　とうかいまるごと博物館事業の取組状況は
３　孤立、ひきこもり対策の状況は

村上　孝　議員　P.10
１　新川を県管理とする取組について
２　統合ありきの教育行政の取組について
３　下水の汚泥について

三上　修　議員　P.11
１　隣接市と連携した防災施設の整備
２　村の価値を高める自治会活動支援
３　農業実習生受入れの支援による農業振興
４　東海村第６次総合計画の進捗状況の確認

江田　五六　議員　P.11
１　デジタル化社会における個人情報保護について
２　混沌とした社会での行政の在り方について
３　デジタル社会対応のための人材活用

飛田　静幸　議員　P.12
１　教育支援センター（たんぽぽ）について
２　高齢者や障がい者の駐車場の整備について
３　ネーミングライツの導入について

舛井　文夫　議員　P.12
１　�村県民税・後期高齢者医療保険料の� �

決定手続きについて
２　国内における姉妹都市について
３　東海駅西土地区画整理事業の清算状況について
４　市街地の拡大について
５　舟石川小学校校庭の植木について

大名　美恵子　議員　P.13
１　安倍晋三元首相の「国葬」について
２　学校における生理への取組について
３　�積水メディカル株式会社による放射性物質漏

洩について
４　�岸田首相の GX 実行会議における既存原発の

再稼働加速表明について
５　６市村懇談会の存在意義の発揮を求める

河野　建一　議員　P.13
１　広域避難計画策定について
２　コロナ禍での消費喚起策（事業者支援）について
３　「ホッケーのまち TOKAI」の取組について

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでも
　ご覧いただけます。

検索東海村議会

村政を問う！一般質問
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範　議員

問　学校の部活動
外部委託について
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皿
と
な
る
運
営
主
体

や
休
日
の
指
導
等
を
担
う

地
域
人
材
の
確
保
、
費
用

負
担
等
、
課
題
が
山
積
み
。

今
後
、
学
校
関
係
者
や
協

力
団
体
等
と
の
意
見
交
換

や
生
徒
の
思
い
や
願
い
を

く
み
な
が
ら
、
あ
る
程
度

具
体
的
な
方
向
性
が
固

ま
っ
た
段
階
で
、
東
海
村

の
方
針
を
示
し
た
い
。

問　
今
年
度
の
「
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
テ
ー

マ
を
伺
う
。
ま
た
、
昨
年

度
の「
自
分
ご
と
化
会
議
」

に
参
加
し
た
住
民
と
つ
な

が
り
を
継
続
す
る
た
め
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

参
画
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

答　

今
年
度
は
、「
ま
ち

づ
く
り
と
原
子
力
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
き
た

い
。「
自
分
ご
と
化
会
議
」

の
参
加
者
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
画
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
活
躍
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

参
画
の
方
法
等
も
含
め
て

検
討
し
て
い
る
。

問　

国
の
「
学
校
の
働
き

方
改
革
」
に
は
、「
部
活
動

は
教
職
員
の
献
身
的
勤
務

に
支
え
ら
れ
、
必
ず
し
も
教

職
員
が
担
う
必
要
の
無
い

も
の
」、「
生
徒
指
導
等
に
意

欲
を
有
す
る
地
域
人
材
の

協
力
の
下
で
地
域
が
支
え

て
行
く
の
が
望
ま
し
い
」
と

の
記
載
。「
学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
の
活
動
」
で
あ
る

な
ら
法
令
や
学
習
指
導
要

領
等
の
定
義
を
明
確
に
し

て
か
ら
部
活
動
外
部
委
託

を
進
め
る
べ
き
。
教
職
員
の

多
忙
解
消
は
理
解
す
る
が
、

生
徒
や
家
庭
の
混
乱
は
免

れ
な
い
。
ま
た
、
地
域
格
差

の
拡
大
や
費
用
負
担
等
、
今

後
の
考
え
を
伺
う
。

問　
村
か
ら
の
情
報
を
発

信
す
る
広
報
業
務
に
合
わ

せ
て
、
村
民
の
声
を
聴
く

と
い
う
広
聴
業
務
も
大
切

で
あ
り
、
広
聴
の
強
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

広
聴
業
務
の
強
化
の

必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

推
進
し
つ
つ
、
今
年
度
は

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
目
的
は
、
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
村
長
と
村
民
の
直
接

対
話
に
よ
り
、
村
政
に
対

す
る
村
民
の
意
見
等
を
幅

広
く
聴
取
し
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
今
後
の
村
政
運
営

に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。

学校の働き方改革の一環として部活動外
部委託が進められる

昨年度開催された「自分ごと化会議」
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光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

問　水道広域化、
メリットはあるのか

答 　県は広域、事業の一元化を目指す

問　３歳児健診
屈折検査機器導入を

答 　今年度内導入を目指し取り組む

答　
水
道
の
安
心
安
全
は
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
事
項
で
あ
る
。

住
民
の
意
見
反
映
が
原
則

と
考
え
て
い
る
。

問　

ご
み
予
約
制
導
入
、

住
民
へ
の
影
響
は

答　
周
知
徹
底
で
徐
々
に

収
束
と
見
込
む

問　
土
曜
日
の
予
約
枠
か

ら
外
れ
た
人
へ
の
対
応
は
。

村
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
一

時
預
か
り
で
き
な
い
か
。

答　
予
約
が
空
い
て
い
る

日
や
予
約
不
要
な
平
日
・

祝
日
を
案
内
。
一
定
期
間

の
状
況
を
見
て
、
対
応
を

協
議
・
検
討
す
る
。　

の
判
定
が
あ
る
程
度
可
能

と
な
る
３
歳
児
健
診
に
お

い
て
弱
視
等
を
発
見
し
、

小
学
校
低
学
年
ま
で
に
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
弱
視
対
策
と
し
て
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
屈
折
機

能
や
斜
視
等
の
発
見
に
つ

な
が
る
眼
位
の
異
常
を
簡

便
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で

き
る
「
屈
折
検
査
機
器
」

に
よ
る
検
査
の
導
入
が
必

要
と
考
え
る
。
現
在
、
国

は
各
種
検
診
に
必
要
な
備

品
の
整
備
の
支
援
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
、「
屈
折

検
査
機
器
」
の
今
年
度
中

の
導
入
に
取
り
組
む
。

問　
「
水
」
は
、
住
民
の

暮
ら
し
と
健
康
に
直
結
す

る
大
切
な
も
の
。
国
や
県

の
方
針
と
は
い
え
、
安
易

に
広
域
化
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

答　
令
和
３
年
度
策
定
の

茨
城
県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
30
年
後
の
姿
を
「
１

県
１
水
道
」
に
。
県
主
導

で
経
営
一
本
化
へ
向
け
た

地
域
部
会
が
開
か
れ
、
現

状
整
理
を
開
始
し
た
。

問　
東
海
村
に
は
、
久
慈

川
河
川
水
と
県
中
央
広
域

水
道
（
那
珂
川
）
の
２
つ

の
水
源
が
あ
る
。
災
害
時

に
も
強
い
。
住
民
不
在
の

計
画
と
な
ら
な
い
よ
う
に

取
り
組
む
べ
き
。　
　

問　
「
屈
折
検
査
機
器
」

は
、
１
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

場
所
に
座
っ
た
子
ど
も
が

数
秒
間
、
検
査
機
器
の
光

を
注
視
す
る
だ
け
で
、
①

近
視
、
②
遠
視
、
③
乱
視
、

④
斜
視
な
ど
の
測
定
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
精
密
検
査
が
必
要

な
子
ど
も
を
、
よ
り
早
い

時
期
の
治
療
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
３
歳
児
健

診
で
「
屈
折
検
査
」
の
導

入
を
求
め
る
声
が
あ
る
。

本
村
の
考
え
を
伺
う
。

答　
子
ど
も
の
視
覚
機
能

は
、
３
歳
ご
ろ
ま
で
に
急

速
に
発
達
し
、
６
歳
か
ら

８
歳
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ
完

成
す
る
こ
と
か
ら
、
視
力

久慈川を水源とする石神浄水場
他に県中央水道ともつながっている

屈折検査機器を用いると、３歳児の視力検
査が充実
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一

般

質

問

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

新政とうかい

大
お お

内
う ち

　則
の り

夫
お

　議員

問　原発再稼働の
政府方針への見解は

答 　村としての責任を果たしていく

問　洪水避難タワーを
建設しては

答 　様々な課題があり検討していない

と
電
力
会
社
の
責
任
。
あ

え
て
電
力
ひ
っ
迫
を
宣
伝

し
て
原
発
依
存
の
気
持
ち

を
国
民
に
起
こ
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
図
か
。
６
市
村

長
の
原
子
力
所
在
地
域
首

長
懇
談
会
の
反
応
は
。
こ

の
先
、
理
不
尽
な
圧
力
が

村
に
か
か
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
も
含
め
て
、

村
長
の
見
解
は
。

答　
原
子
力
所
在
地
域
首

長
懇
談
会
で
は
こ
の
件
は

心
当
た
り
が
な
い
。
立
地

地
域
ご
と
の
事
情
が
あ
る

の
で
、
直
接
住
民
と
接
す

る
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
村
民
の
安
心
・

安
全
を
第
一
に
、
自
ら
の

責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

買
収
の
進
捗
は

答　
地
域
の
声
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く

問　
令
和
２
年
に
は
前
向

き
な
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
２
年
半
の
間
に
住
民

の
整
備
に
よ
り
、
ミ
カ
ン

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
水
芭

蕉
等
が
植
栽
さ
れ
散
歩
に

訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
た
。

買
収
の
考
え
方
は
。

答　
真
崎
自
治
会
や
各
種

団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
整
備
活
用
の
方
針
が

定
ま
り
、
具
体
的
な
計
画

と
し
て
進
め
る
中
で
土
地

取
得
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
改
め
て
協
議
し
た
い
。

問　
８
月
24
日
に
突
然
政

府
は
、
東
海
第
二
を
含
む

原
発
７
基
の
再
稼
働
を
目

指
す
方
針
を
示
し
た
。
新

増
設
を
し
な
い
政
策
を
転

換
し
、
地
域
の
状
況
や
住

民
の
意
向
を
無
視
し
て
先

の
見
通
し
も
な
い
ま
ま
願

望
を
語
っ
た
形
で
、
批
判

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
い

つ
ど
こ
に
」
の
計
画
も
な

く
小
型
原
子
炉
を
造
る
と

か
、
80
年
ま
で
延
長
と
か
、

稼
働
し
て
い
た
時
間
だ
け

で
運
転
期
間
を
計
算
す
る

な
ど
、
国
民
の
命
を
守
る

こ
と
を
優
先
せ
ず
、
地
元

に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
い

う
の
か
。
電
力
ひ
っ
迫
は

無
策
を
続
け
て
き
た
政
府

問　
日
立
市
で
は
、
久
慈

川
と
支
流
の
茂
宮
川
の
氾

濫
で
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
人

的
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
今

年
５
月
に
高
さ
９
．７
ｍ
、

１
０
０
人
収
容
で
き
る
洪

水
避
難
タ
ワ
ー
を
神
田
町

に
建
設
し
た
。
久
慈
川
沿

い
の
住
民
の
危
機
意
識
は

強
い
。
洪
水
避
難
タ
ワ
ー

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　
洪
水
避
難
タ
ワ
ー
は

逃
げ
遅
れ
た
場
合
の
緊
急

避
難
時
に
一
定
の
有
効
性

は
あ
る
が
、
用
地
の
確
保

や
財
源
、
建
設
後
の
運
用

面
に
課
題
が
あ
り
現
時
点

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問　
真
崎
古
墳
群
南
斜
面

工事が進む東海第二原発
工事終了は 2024 年 9 月予定

日立市神田町に完成した洪水避難タワー
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公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

村
む ら

上
か み

　孝
たかし

　議員

問　孤立など福祉対策の
取組状況は

答 　アウトリーチなど整備に努める

問　衛生センターの
汚泥堆肥化は

答 　堆肥の安定的な製造に懸念

会
で
も
、
民
生
委
員
の
力

を
借
り
地
域
で
支
援
が
困

難
な
方
の
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
、
積
極

的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行

い
地
域
社
会
と
も
つ
な
が

り
な
が
ら
理
解
促
進
に
取

り
組
む
。　
　
　

問　

当
事
者
に
は
、「
あ

な
た
は
大
切
な
存
在
で
あ

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
当
事
者

を
支
え
る
家
族
も
大
切
で

あ
る
。
取
組
や
考
え
は
。

答　
当
事
者
を
支
え
る
家

族
へ
の
支
援
も
重
要
で
あ

る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

で
寄
り
添
う
支
援
を
推
進

す
る
。

答　
２
級
河
川
へ
の
延
伸

を
引
き
続
き
要
望　
　

問　

新
川
の
重
要
性
は
、

治
水
管
理
や
周
辺
市
の
農

業
用
水
利
用
の
観
点
か
ら

も
本
村
の
立
場
は
明
確
。

何
故
、
２
級
河
川
へ
の
昇

格
が
進
ま
な
い
の
か
。

答　
村
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、
県
に
お
い
て
２
級

河
川
指
定
区
間
の
改
修
を

優
先
に
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
用
地
交
渉
が
難
航

し
事
業
の
進
捗
が
滞
っ
て

お
り
改
修
に
時
間
を
要
す

る
と
伺
っ
て
い
る
。
２
級

河
川
延
伸
に
つ
い
て
は
、

県
へ
の
要
望
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。

問　
ひ
き
こ
も
り
は
、
安

心
で
き
る
場
所
に
退
避
す

る
状
態
と
言
わ
れ
て
い
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
方
の
早
期
発
見
、
介

入
が
図
れ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
孤
立
ひ
き
こ
も
り

へ
の
支
援
は
。　
　

答　
本
年
度
か
ら
「
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

と
し
て
、「
断
ら
な
い
相

談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地

域
づ
く
り
」
を
中
心
に
、

支
援
が
必
要
な
方
を
地
域

全
体
で
支
え
る
事
業
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
、
相
談

場
所
の
分
か
ら
な
い
人
や

複
合
的
課
題
の
窓
口
と
し

て
総
合
相
談
支
援
課
を
開

設
し
た
。
社
会
福
祉
協
議

問　
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
発

生
す
る
汚
泥
を
活
用
し
、

堆
肥
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
本
村
は
下
水
道
の
普

及
率
が
９
割
を
超
え
、
し

尿
や
浄
化
槽
汚
泥
は
先
々

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
堆
肥
化
施
設
の
建
設

に
地
元
の
理
解
を
要
す
る

ほ
か
、
老
朽
化
し
た
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

に
加
え
、
新
た
な
堆
肥
化

の
た
め
の
施
設
整
備
と
、

そ
れ
に
伴
う
業
務
委
託
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
な

ど
課
題
が
多
い
と
認
識
し

て
い
る
。　
　

問　
新
川
を
２
級
河
川
へ

昇
格
す
る
進
展
は　
　

地域を明るく照らす民生委員

汚泥から製品化された堆肥
（大宮地方広域衛生センター）
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一

般

質

問

新政とうかい

三
み か み

上　修
おさむ

　議員

光風会

江
え

田
だ

　五
い つ む

六　議員

問　村の価値を高める
自治会支援は

答 　様々な意見を傾聴して再興を図る

問　デジタル社会での
個人情報保護は

答 　適正な管理・指導をしている

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

が
本
村
の
対
策
は
い
か
に
。

答　
村
で
は
自
治
会
活
動

を
持
続
可
能
な
も
の
と
す

る
た
め
、
自
治
会
加
入
の

支
援
や
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
村
政
懇
談

会
な
ど
を
通
じ
て
負
担
軽

減
に
向
け
方
向
性
や
具
体

策
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
防
災
の
視
点
か

ら
の
入
会
の
必
要
性
や
重

要
性
を
再
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
演
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
単
位
自
治

会
と
地
区
自
治
会
の
関
係

整
理
も
視
野
に
入
れ
、
機

会
を
捉
え
て
様
々
な
意
見

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
自
治

会
の
再
興
を
図
る
。

や
個
人
情
報
の
保
護
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。
昔
か
ら

の
言
い
伝
え
と
し
て
、「
千

里
の
堤
も
ア
リ
の
一
穴
か

ら
決
壊
す
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
村
民
の
個
人

情
報
保
護
に
は
十
分
な
指

導
と
対
策
が
必
要
。

答　
安
全
性
に
問
題
が
な

い
こ
と
を
十
分
確
認
し
た

上
で
「
健
康
確
認
ア
プ

リ
」
を
導
入
。
児
童
生
徒

の
健
康
状
態
や
出
欠
確
認

等
の
一
元
的
な
把
握
・
管

理
に
活
用
し
て
い
る
。
学

校
に
対
し
、
運
用
会
社
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

定
期
的
に
確
認
や
、
Ｉ
Ｄ

パ
ス
ワ
ー
ド
の
適
正
な
管

理
・
指
導
を
し
て
い
る
。

問　
自
治
会
は
「
身
近
な

問
題
の
解
決
に
あ
た
る
住

民
自
治
組
織
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
自
治
会
の
業

務
は
多
岐
に
わ
た
る
な
か
、

退
会
者
が
続
出
し
役
員
の

な
り
手
も
減
少
し
て
運
営

に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

　
村
内
で
は
課
題
の
気
づ

き
を
促
す
た
め
に
、
村
の

幹
部
や
部
課
長
を
招
い
て

勉
強
会
を
行
う
と
か
、
持

続
可
能
な
社
会
形
成
を
目

指
し
て
通
学
路
の
見
守
り

や
沿
道
の
花
壇
整
備
を
行

政
に
丸
投
げ
せ
ず
自
ら
行

う
自
治
会
も
あ
る
。

　
東
京
都
で
は
自
治
会
の

活
動
が
ま
ち
の
価
値
を
高

め
る
と
し
、
積
極
的
な
取

問　
最
近
の
デ
ジ
タ
ル
の

急
激
な
普
及
で
、
全
国
的

に
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

い
る
。
本
村
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
実

態
は
。

答　
業
務
を
効
率
化
す
る

た
め
、
人
手
不
足
・
業
務

支
援
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
行

政
分
野
を
通
し
て
70
件
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
村
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
の

び
の
び
子
育
て
帳
な
ど
の

情
報
発
信
系
ア

*

プ
リ
の
ほ

か
、
児
童
・
生
徒
の
出
欠

確
認
等
に
ア
プ
リ
を
活
用

し
て
い
る
。

問　
小
中
学
校
・
保
育
所

で
の
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

所轄消防本部の指導による村内自治会の
消火訓練

情報洪水による個人情報の被害
適正な管理が必要

* アプリ… アプリケーションソフトウェアの略。



一

般

質

問
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新政とうかい

飛
と び

田
た

　静
し ず

幸
ゆ き

　議員

新政とうかい

舛
ま す

井
い

　文
ふ み

夫
お

　議員

問　ネーミングライツの導入は
答 　課題を整理し導入の可能性を探る

問　駅西区画整理の清算状況は
答 　着実に清算業務を行っていく

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一

方
、
施
設
名
称
に
愛
着
を

持
つ
地
域
住
民
へ
の
配
慮

や
正
式
名
称
と
愛
称
の
使

い
分
け
な
ど
の
課
題
も
あ

る
。
既
に
導
入
し
て
い
る

茨
城
県
や
水
戸
市
な
ど
の

事
例
を
参
考
に
、
課
題
を

整
理
し
導
入
の
可
能
性
を

探
る
。　
　
　
　
　

問　
東
海
中
央
地
区
内
に

整
備
し
て
い
る
神
楽
沢
近

隣
公
園
の
維
持
費
軽
減
の

た
め
に
、
導
入
を
考
え
る

べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

答　
開
園
後
の
維
持
管
理

費
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
含
め
財
源
確
保
の
取
組

を
検
討
し
、
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
る
。

た
。
保
留
地
の
権
利
移
転

登
記
は
、
全
73
件
中
32
件
、

43
％
が
完
了
し
た
。
徴
収

交
付
清
算
金
業
務
は
、
８

月
31
日
現
在
で
徴
収
事
務

及
び
交
付
事
務
の
約
８
割

が
完
了
し
た
。
相
続
な
ど

は
、
主
に
交
付
事
務
の
作

業
と
な
り
、
所
有
者
の
死

亡
な
ど
に
よ
り
現
在
ま
で

に
40
名
の
地
権
者
に
変
動

が
あ
り
、
相
続
人
調
査
の

結
果
、
１
３
１
件
と
な
っ

た
。
仮
に
相
続
人
が
確
定

で
き
な
い
場
合
は
、
最
終

的
に
は
水
戸
地
方
法
務
局

へ
の
供
託
と
な
る
予
定
で

あ
る
。
今
後
も
、
着
実
に

業
務
を
遂
行
し
て
い
く
。

問　
村
で
は
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
改
定
し
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導

入
を
掲
げ
て
い
る
。
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、
通

称
を
施
設
な
ど
の
名
称
と

し
て
使
用
す
る
代
わ
り
に

命
名
料
を
支
払
う
も
の
で

あ
り
、
収
入
は
施
設
の
維

持
管
理
費
な
ど
の
財
源
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。
茨
城

県
で
は
県
有
１
６
４
施
設

の
う
ち
18
施
設
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
、

命
名
料
の
年
間
総
額
は 

４
，９
１
６
万
円
に
な
る
。

村
の
導
入
計
画
は
。

答　
村
と
し
て
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、
財
源
の

確
保
や
施
設
の
魅
力
向
上

問　
東
海
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
50

年
間
に
及
ぶ
事
業
で
あ
っ

た
。
駅
西
第
二
、
駅
東
は

元
々
の
地
権
者
が
少
な
い

た
め
相
続
な
ど
の
問
題
が

少
な
か
っ
た
が
、
駅
西
地

区
は
相
続
を
し
て
い
な
い

関
係
地
権
者
が
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
清
算
状
況
は

い
か
に
。　
　
　
　

答　
駅
西
地
区
は
令
和
４

年
３
月
11
日
に
換
地
処
分

公
告
と
な
り
現
在
、
清
算

業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

清
算
業
務
の
状
況
と
し
て

は
、
土
地
や
建
物
の
区
画

整
理
登
記
及
び
保
留
地
の

表
題
、
保
存
な
ど
の
登
記

が
５
月
末
ま
で
に
完
了
し

整備中の神楽沢近隣公園イメージ図

東海駅西口広場
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一

般

質

問

大
お お

名
な

 美
み

恵
え

子
こ

　議員

新政とうかい

河
か わ

野
の

　健
け ん

一
い ち

　議員

問　東海第二の再稼働とは
どの時点か

答 　整理して６市村で共通認識を持つ

問　面積変更の
計画策定への影響は

答 　一から作り直す状況とはならない

が
「
新
基
準
適
合
と
は
、

絶
対
安
全
を
保
障
し
た
わ

け
で
は
な
い
」
旨
の
発
言

を
し
て
い
る
。
規
制
委
員

会
の
審
査
に
合
格
し
た
原

電
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で

な
く
、
新
協
定
の
協
議
会

を
有
意
義
に
す
る
た
め
に
、

６
市
村
と
し
て
専
門
家
等

の
意
見
聴
取
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

答　
専
門
家
等
の
技
術
的

な
意
見
を
伺
っ
た
場
合
に
、

技
術
論
か
ら
そ
の
正
否
を

判
断
す
る
こ
と
は
困
難
と

考
え
る
。
当
面
は
、
事
業

者
の
安
全
対
策
の
取
組
や

県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

の
検
証
状
況
な
ど
を
注
視

し
て
い
く
。

討
・
調
整
中
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
、
見
直
さ
れ

た
際
に
は
、
割
り
振
り
の

見
直
し
作
業
も
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
一
方

で
、
東
海
村
広
域
避
難
計

画(

案)

に
定
め
て
い
る

事
項
や
基
本
的
な
考
え
方

を
変
更
す
る
必
要
は
な
く
、

ま
た
、
避
難
先
自
治
体
で

あ
る
取
手
市
、
守
谷
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
３
市

が
本
村
の
避
難
先
か
ら
除

外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、
割
り

振
り
の
変
更
を
行
う
場
合

で
あ
っ
て
も
、
一
か
ら
計

画
を
作
り
直
す
状
況
と
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　
岸
田
首
相
は
８
月
24

日
の
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
で「
東

海
第
二
原
発
も
含
め
て
来

夏
以
降
再
稼
働
を
加
速
さ

せ
る
」
と
発
言
。
地
元
の

理
解
な
し
に
再
稼
働
は
で

き
な
い
。
６
市
村
共
通
の

認
識
が
重
要
と
考
え
る
が
、

東
海
第
二
の
再
稼
働
と
は

ど
の
時
点
を
言
う
の
か
。

答　
再
稼
働
の
定
義
や
燃

料
装
荷
と
事
前
了
解
の
考

え
方
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
首
長
懇
談
会

と
し
て
統
一
し
た
考
え
は

な
い
。
何
れ
か
の
時
点
で

意
見
交
換
や
議
論
を
通
し

て
整
理
し
共
通
認
識
を
持

つ
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
。

問　
原
子
力
規
制
委
員
長

問　
本
村
の
広
域
避
難
計

画
の
策
定
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
や
10
月
に
実
施

す
る
守
谷
市
と
の
訓
練
を

通
し
確
認
・
検
証
結
果
が

順
次
反
映
さ
れ
、
現
状
の

計
画
（
案
）
か
ら
正
式
な

計
画
の
公
表
に
向
け
て
近

づ
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

一
方
で
茨
城
県
で
は
、
感

染
症
対
策
な
ど
を
踏
ま
え
、

避
難
所
の
面
積
を
拡
大
す

る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
避
難
所
に
お
け

る
１
人
当
た
り
の
面
積
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
の
計

画
策
定
へ
の
影
響
は
。

答　

避
難
所
に
お
け
る

１
人
当
た
り
の
面
積
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
検

首長懇談会で議論されている東海第二発電所

避難所風景（防災講習）



中
丸
自
治
会
の
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高
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会
に
よ
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読
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聞
か
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の
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ウ
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どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越しく
ださい。（受付は 30 分前から）

傍聴の定員は
20名

傍 聴から
はじめよう！

表紙写真表紙写真のの紹介紹介

　コロナ禍により、発表
の場を失っていた皆さん
が練習成果を披露されま
した。キレキレのダンス
から若い皆さんの躍動感
が伝わってきました。今
後も未来に向け技に磨き
をかけ頑張ってください。

期　日 時　間 内　容 期　日 時　間 内　容
1 2 月 １日（木） 午 前 1 0 時 ～ 開 会 1 2 月 1 4 日（水） 午 前 9 時 ～ 予算決算委員会
1 2 月 9日（金） 午 前 1 0 時 ～ 一 般 質 問 1 2 月 1 5 日（木） 午 前 1 0 時 ～ 予算決算委員会
1 2 月 1 2 日（月） 午 前 1 0 時 ～ 一 般 質 問 1 2 月 2 0 日（火） 午 前 1 0 時 ～ 議 案 審 議
1 2 月 1 3 日（火） 午 前 1 0 時 ～ 一 般 質 問

※日程は変更になる場合があります。
※�開会・一般質問・議案審議は、議会棟２階の議会事務局窓口で住所・氏名等を記載するだけで、どなたでも傍

聴できます。

村内各コミセン
総合福祉センター「絆」

でライブ配信中 12 月 定 例 会 日 程（予定）

（感染症対策で人数を制限しています。）

委　員　長　　植木　伸寿　　副 委 員 長　　三上　　修　
委　　　員　　村上　　孝　　恵利　いつ　　河野　健一　　吉田　充宏　　笹嶋　士郎

議　会　報　
編集委員会

シリーズ
3

村内の風景などをご紹介します。
たくさんのご応募ありがとうございました。

【村内イベント】

マイストーリー
SNAPSHOT Vol.３

みなさんの「四季の思い出」写真を募集します。
〈応募方法〉メールまたは郵送でご応募ください。
〈郵 送 先〉〒319-1192　那珂郡東海村東海3-7-1 東海村役場議会事務局
〈応募条件〉村内在住・在勤の方    〈必要事項〉①写真　②応募用紙 （議会ホームページからダウンロードできます。）
〈メール先〉gikaijimu@vill.tokai.ibaraki.jp　〈募集期間〉令和４年12月26日まで


